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予 算
特 集 号

個
性
と
魅
力
あ
る

ま
ち
を
め
ざ
し

て

昭 和63 年度 予算案
まと まる

昭
和
6
3年
度
足
立
区
予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
等
を
含
め
た
三
会
計
の
合
計
が
初
め
て
2
千

億
円
を
超
す
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
前
年

度
比
9
.
3
%増
の
高
い
伸
び
で
す
(
下
表
参
照
)
。
主
要
な
事
業
を

足
立
区
基
本
構
想
の
6
本
の
柱
に
沿
っ
て
。お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
立
し
て

活
力
あ
る
ま
ち

区
で
は
、
魅
力
あ
る
市
衝
地
の

形
吸
と
地
尼
産
業
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

□
中
小
企
業
融
資
・
指
導
育
成

(
7
億
9
千
6
4
2
万
円
)

咀
立
区
は
中
小
企
業
が
多
く
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
経
営
基
盤
か
弱

く
、
円
高
に
よ
る
竸
争
激
化
、
産

業
構
造
の
転
換
、技
術
革
新
な
ど

に
直
面
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
企
業
体
質
改
善
の
た
め
の
施

策
に
努
め
ま
し
た
。

▽
円
高
対
筴
の
利
子
補
紿
継
続

▽
融
資
基
金
を
5
億
円
増
和

▽
出
張
帽
談
の
実
箋

▽
経
営
近
代
化
講
叱
の
聞
設

□
商
店
街
環
境
整
備

(
8
千
8
8
2万
円
)

葭
店
衝
を
、区
民
か
憩
う
一
暮
ら

し
の
場
、
話
題
の
場
一
と
に
践
つ

け
、
魅
力
あ
る
商
店
衝
づ
く
リ
を

進
め
ま
す
。

▽
逎
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
等

□
商
店
街
の
活
性
化

(
3
千
9
1
4
万
円
)

魅
刀
あ
る
佃
片
畄
と
し
て
発
展

さ
せ
る
た
め

『
眄
店
廁
の
活
性
化

ま
ち
つ
く
り
計
圃

』
の
策
定
を
促

進
し
ま
す
。

▽
地
域
振
興
計
画
の
策
定

▽
商
店
畄
診
断
・
指
導

▽
粫
片
廁
イ
ヘ
ン
ト
哺
助

□
都
市
農
業
生
産
団
地
育
成
事
業

(
3
千
8
0
5万
円
)

生
産
駄
盤
や
流
通
関
連
施
設
整

備
に
助
成
し

、
地
域
に
根
ぎ
し
た

乱
市
農
業
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

□
市
街
地
再
開
発

(
1
3億
2
千
7
5
2万
円
)

既
成
の
市
哨
地
を
吏
新
し
、
土

地
の
高
度
利
用
を
図
り
、
駅
前
広

場
な
ど
公
共
箋
設
を
整
備
し
て

、

総
合
的
な
ま
ち
つ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
足
立
市
街
地
閧
発
㈱
へ
の

出
資
、
再
閧
発
組
合
に
対
す
る
亊

業
負
扣
・
補
助
を
吁
い
ま
す
。

▽
北
千
住
駅
西
囗
地
区

▽
竹
の
塚
駅
西
口
南
地
区

▽
西
新
井
駅
西
冂
地
区

□
「
く
ら
し
の
便
利
帳

」
発
行

(
4
千
1
5
2万
円
)

区
の
窓
囗
案
内
、
亊
業
案
内
等

の
区
政
哢
報
を
掲
載
し
た
「
く
ら

し
の
便
利
帳
し
を
区
内
の
全
世
帯

に
配
布
し
ま
す
。

昭和63年度足立区予算( 案) 概要

昭
和
6
3年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

日
本
の
経
済
は
、
售
実
に
回
復

し
て
お
り
、
国
の
経
済
見
通
し
で

も
3
.
8
%増
と
安
定
的
な
成
長
を
見

込
ん
で
い
ま
す

。

し
か
し
、
円
高
格
調
が
続
い
て

お
り
、
そ
の
推
移
に
よ
っ
て
は
皸

気
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
価
の
高
騰
に
よ
る
公

共
事
業
費
の
負
担
増
に
加
え
て
、

国
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
制
度

の
見
直
し
に
よ
る
新
た
な
負
担
増

や
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
減

税
措
置
が
あ
り
、
X
を
と
り
ま
く

行
財
政
環
境
の
先
行
き
は
、
楽
観

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
都
区
財

政
調
整
に
お
け
る
調
整
三
税
の
伸

び
が
好
調
で
、
特
別
区
の
行
政
水

摩
の
拡
充
に
対
応
し
た
財
源
措
置

が
な
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
当
区
の
財
政
は
、
こ
こ

数
年
に
わ
た
る
行
政
改
革
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
健
全
化
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
晧
金
の
積
み
立
て
も
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
経
済
の
先
行
き

は
楽
観
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
こ
う

し
た
状
況
を
踏
恚
疋
、
予
算
編
威

に
あ
た
り
最
大
限
の
男
力
を
し
ま

し
た

。

そ
の
結
果
、
予
算
規
模
は
、
一

般
会
計
で
1

千
4
8
0億
円
余
、
伸
び

率
は
9
.
3
%と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
前
年
度
の
伸
び
率
の
5
.
9
%、

地
方
財
政
計
画
の
6
.
3
%を
大
き
く

上
回
る
も
の
で
す

。
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
お
よ
び
老
人
保
健
医

療
特
別
会
計
を
加
え
た
三
会
計
の

合
計
額
は
、
初
め
て
2
千
億
円
の

大
台
を
超
え
ま
し
た
。

本
予
算
案
の
基
本
的
な
考
え
方

は
次
の
3
点
で
す
。

第
1
は
、
計
画
事
業
の
推
進
で

す
。
第
二
次
筌
本
計
画
の
主
要
屬

業
を
中
心
と
し
て
、
重
点
的
か
つ

効
率
的
に
財
源
を
配
分
し
た
結

果
、
計
画
事
業
に
は
対
前
年
度
比
1
6

・
9
%
噌
の
3
0
1億円
を
投
入

し
、
予
算
化
乖
は
9
6・
9
%
に
な

り
ま
し
た
。

第
冫
は
、
経
営
感
覚
を
取
り
入

れ
、
一
層
活
力
あ
る
区
政
を
実
現

す
る
こ
と
で
す
。
事
業
の
民
間
委

託
化
や
O
A
化
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
に
「
足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
熬

を
発
足
さ
せ
る
な

ど
創
意
工
夫
を
し
ま
し
た
。

第
3
は
、
C
I
の
推
進
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く

職
員
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
引
き

出
し
、
各
施
策
の
重
層
効
果
を
も

た
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
点
に
、
高
齢
化
、惴
報

化
、
国
際
化
と
い
う
時
代
の
流
れ

を
踏
客
入
、(
I
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
編

成
し
ま
し
た
。

区
長

古
性
直

▲ 荒川 河川敷に魅力ある 公園をつく っていき ます( イメージ 図)

カ
ラ
ー
舗
装
に
な
り
ま
す
(

千
住
三
丁
目
の
商
店
街
)

▲ 昨年、制作した区のイメージ
アップを目ざしたポスター
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あなた
のまちが

新し く なり ま す

<昭和63年度足立区予算案主要施設位置図>

緑
と

水
を

生
か
し
て

2
1鬯
紀
に
向
け
、
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
感
の
あ
る
ま
ち
つ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
緑
と
水
を
生
か

し
た
総
合
的
な
整
爾
を
行
つ
て
い

き
ま
す
。

□
親
水
水
路
の
整
備

(
1
7
億
3
千
7
9
8
万
円
)

都
市
に
失
わ
れ
た
水
面
を
回
復

し
、
水
辺
に
親
し
む
空
閧
を
つ
く

り
だ
す
た
め

、
親
水
水
路
を
整
備

し
ま
す

。

▽
葛
西
用
水
(
啀
土
溥
物
館
付

近
)

▽
八
ヶ
村
落
(
中
川
四
丁
目
地

内
)

▽
保
木
間
緑
道
(
保
木
間
∵

二
丁
目
)

▽
中
居
堀
(
花
畑
川
I
東
綾
瀬

公
園
)

□
公
園
の
整
備

(
3
6億
4
千
3
8
0万
円
)

百
花
園
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

公
園
を
造
成
し
、
千
住
の
花
園
と

し
ま
す

。
ま
た
大
規
模
公
園
に
は

時
計
を
設
置
し
ま
す
。

□
荒
川
河
川
敷
緑
地
整
備

(
3
億
7
6
0万
円
)

国
と
協
力
し
て

、
荒
川
回
川
敷

夲
盛
リ
土
し
、区
民
か
多
曄
に
利
用

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ソ
ー
ン
の
整
偉

を
め
ぎ
し
ま
す
。

こ
の
荒
川
河
川
敷
が
、
さ
ら

に
魅
力
的
に
か
わ
っ
て
い
く

心
の
ふ
れ
あ
う豊

か
な
町
を

す
ぺ
て
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
、

安
心
し
て
豊
か
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

建
設

(
2
億
5
千
万
円
)

佐
野
二
丁
目
に
区
設
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
(
圜
床
・

昭
和
6
3年
度
設
計
・
昭
和
6
6年
閧

設
予
定
)
し
ま
す
。

ま
た
社
会
福
祉
法
人
が
建
設
す

る
入
谷
町
(
7
0
床
・
昭
和
6
4年
3

月
開
設
予
定
)
お
よ
び
、
花
畑
四

丁
目
(
2
4
床
・
昭
和
剛
年
1
月
閧

設
予
定
)
の
特
別
隻
護
老
人
ホ
ー

ム
に
助
成
を
行
い
ま
す

。

□
(
仮
称
)
東
部
賺
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
建
設

(
6
千
1
5
5万
円
)

6
6年
ま
で
に
、
区
内
東
西
2

地

区
に
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

建
設
す
る
予
定
で
す
が
、6
3年
度

は
東
地
区
(
6
5年
4
月
閧
設
予
定
)

の
設
計
委
託
を
行
い
ま
す
。

□
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
意
識
調
査

(
7
4
5
万
円
)

新
し
い
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供

給
シ
ス
テ
ム
(
援
助
協
力
橢
制
度
)

を
導
入
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
ま
す

。

□
高
齢
者
福
祉
の
手
引
書
作
成

(
1
千
1
3
9
万
円
)

老
人
世
帯
を
中
心
に
、
各
種
施

策
の
内
容
と
利
用
方
法
、
健
康
づ

く
り
や
家
庭
介
護
の
解
説
等
を
も

り
こ
ん
だ
手
引
番
を
配
布
し
ま

す
。

□
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

(
5
3
8
万
円
)

6
5歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
と
高

齢
夫
婦
の
世
帯
に
緊
急
事
態
に
対

応
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
求
す
。

□
肢
体
障
害
者
作
業
施
設
助
成

(
9
3
4
万
円
)

旧
内
職
補
導
所
を
改
築
し
て
、

肢
体
障
害
者
の
福
祉
作
業
施
設

を
閲
設
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
導

入
す
る
な
ど
運
営
面
で
工
夫
し
障

害
者
の
自
立
援
助
に
努
め
ま
す

。

□
住
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業

(
3
億
6
千
2
4
7万
円
)

住
宅
事
情
の
改
善
と
環
境
の

整
備
を
S

る
た
め
に
モ
デ
ル

住

宅
(
関
原
一
丁
目
、2
4
戸
)
の
建

設
に
者
手
し
ま
す
。

□
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
の
運
営

(
2
千
9
0
8
万
円
)

婦
人
教
弯
や
婦
人
の
問
題
解
決

の
た
め
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
を
閧
設
し
、

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
邏
営
に
努

め
ま
す
。

▲ モデル住宅の模型。住民の
皆さんの協力で町がかわる

健康と安全を
願って

区
民
の
健
康
を
守
る
た
め

、
保

健
事
業
の
允
実
、
防
災
対
策
。
下

水
過
整
觴
な
ど
、
安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す

。

□
成
人
・
老
人
保
健
対
策

(
3
千
2
4
7万
円
)

新
規
に
乳
が
ん
唆
診
、
脯
が
ん

検
診
を
実
施
し

、
検
診
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す

。

□
防
災
対
策

(
1
億
8
千
5
4
8万
円
)

□
防
災
生
活
圏
モ
デ
ル
事
業

(
3
億
8
千
3
0
7万
円
)

□
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

(
1
億
8
千
2
8
8万
円
)

避
難
路
の
確
保
と
延
焼
防
止
の

た
め
、
不
燃
化
促
進
指
定
地
区
を

端
や
し

、助
成
伜
を
拡
大
し
ま
す
。

□
公
共
下
水
道
整
備

(
6
3億
5
千
8
3
5万
円
)

区
内
の
下
水
週
普
及
率
は
、
昭

和
6
2
年
度
末
現
在
、
6
0
%で
す

。
6
3

年
度
は
、
都
か
ら
の
受
託
亊
業
と

し
て
綾
瀬
三
丁
目
ほ
か
2
7
カ
所

の
工
事
を
行
い
、
晋
及
率
6
7
%
を

め
ざ
し
ま
す
。

L
ソ
フ
ィ
ア
(
婦
人
総
合
セ
ン

タ
ー
等
)
が
4
月
に
開
設
し
ま
す

豊
か
な
教
育
と

文
化
の
創
造
を

次
代
を
担
う
子
ど
も
や
胥
少
年

が
健
や
か
に
育
ち
、
す
ぺ
て
の
区

民
が
豊
か
な
教
弯
と
又
化
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

□
教
育
機
器
の
充
実

(
6
千
4
0
8
万
円
)

A
V
(
校
内
放
送
放
映
機
器
)

を
3
年
閧
で
小
・
中
全
校
に
設
置

し
ま
す
。6
3年
度
は
中
学
校
の
残

り
2
9校
に
導
入
し
、
中
学
校
全
校

の
設
置
が
完
了
し
ま
す
。

□
給
食
食
器
の
改
善

(
1
億
5
千
3
1
1
万
円
)

4
年
間
(
6
6年
慶
ま
で
)
で
全

校
に
強
化
耐
熱
ガ
ラ
ス
製
食
器
等

を
導
入
し
ま
す
。

□
私
立
幼
稚
園
園
児
保
護
者
負
担

軽
減

(
1
1
億
8
千
8
6
0
万
円
)

私
立
幼
稚
園
へ
園
児
を
通
わ
す

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
。
補
助
金
を
月
額
1
万
円
に
増

額
し
ま
す
。

□
外
国
人
講
師
の
派
遣

(
1
千
6
1
2
万
円
)

対
象
を
6
2年
度
の
中
学
2
年
生

か
ら
中
学
1
年
生
ま
で
に
拡
充
し

ま
す
。

□
移
動
教
室
の
実
施

(
1億
9
千
6
3
0
万
円
)

豊
か
な
自
然
環
境
を
利
用
し
た

移
勳
教
室
の
交
通
費
補
助
を
2
分

の
1
か
ら
全
額
補
助
に
拡
充
し
ま

す
。

□
生
涯
教
育
の
推
進

(
2
千
2
7
5万
円
)

年
々
高
ま
る
区
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
へ
の
意
欲
に
C

え
る
た

め

、4
月
か
ら
社
会
教
弯
部
を
生

汪
教
育
部
に
再
繝
整
偉
し
ま
す
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
ビ
デ
オ

な
ど
を
制
作
し
、
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

□
文
化
振
興
基
金
の
設
立

区
民
の
文
化
振
興
と
文
化
亊
業

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
。
文

化
振
興
基
金
(
冫
億
円
)
を
新
設

し
ま
す
°
6
2

年
度
設
立
し

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
充
実
(
1

億
円
穡
み
増
し

、
計
2
億
円
)

を
図
り
ま
す
。

□
中
央
図
書
館
の
管
理
運
営

(
2
億
3
7
4万
円
)

生
胚
学
習
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
傴
の
た
め
中
央

図
書
館
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入

し
、
各
地
域
図
書
館
と
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
厘
立
し

ま
す
。

□
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
の
改
築

(
1
億
4
千
8
8
0
万
円
)

老
朽
化
し
た
竹
の
獵
温
水
プ
ー

ル
を
改
築
し
、
地
域
体
齊
館
を
併

設
す
る
な
ど
魅
力
あ
る
施
設
に
再

生
し
ま
す
。(
6
3年
度
設
計
・
6
5年

閲
設
予
定
)

湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

が
新
し
く
な
り
ま
す

交通施設を
と と の え

便利なまちに

区
民
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、

快
適
で
便
利
な
生
活
が
営
め
る
よ

う
に
交
通
施
設
の
体
系
的
整
濟
を

図
り
ま
す
。

□
都
市
計
画
道
路
整
備

(
3
6億
5
千
1
8
7万
円
)

栗
原
二
・
三
丁
目
で
、東
武
線
と

の
立
体
化
工
事
を
行
っ
て
い
る
補

助
S
号
線
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め

ま
す
。
ま
た
、
補
助
剳
号
線
・
S

号
線
の
用
地
購
入
を
行
い
ま
す
。

□
交
通
対
策(

6
億
3
千
8
7
8
万
円
)

舎
人
新
線
の
測
量
、地
質
調
査
、

建
設
資
金
の
積
み
増
し
(
5

億

円
)
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
常
磐

新
線
関
連
で
は
、沿
線
鬨
発
の
な
め

の
調
査
を
行
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

新
田
二
・
三
丁
目
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
道
路
の
設
置
、歩
行
老
の
安
全

を
守
る
た
め
、
綾
瀬
三
丁
目
地
区

ほ
か
に
歩
道
の
整
偉
、
毛
長
川
に

人
道
僑
を
架
檎
し
ま
す
。

計

画

実

現

の

た

め

の

条

件

整

備

□
(
仮
称
)
足
立
区
ま
ち
づ
く
り

公
社
の
設
立

(
6
億
8
千
9
7
6万
円
)

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
施
設
の

管
理
を
弾
力
的
か
つ
効
率
的
に
運

営
す
る
た
め
設
立
し
ま
す
。

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

公
社
を
通
じ
て
行
う
主
な
事
業

□
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成

(
1
千
5
0
0
万
円
)

音
楽
で
優
秀
な
或
纃
を
修
め
る

足
立
区
の
児
童
・
生
徒
が
、
卒
業

後
も
音
桑
活
動
を
耨
け
、
地
域
の

文
化
活
励
が
広
が
る
ぶ
つ
に
、
手

づ
く
り
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
編
成

し
、
育
成
し
ま
す
。


